
事業者名 Case事業テーマ

革
新
的
サ
ー
ビ
ス

一
般
型

小
規
模
事
業
者
型

成
長
分
野
型

も
の
づ
く
り
技
術

パ
ワ
エ
レ
技
術
を
応
用
し
幅
広
い
電
源
シ
ス
テ
ム
を
開
発

▲補助事業によって完成した「ｐ CUBE-L」

9充放電試験に適するパワー回路技術を用いた小型·回生型直流電源システムの試作開発

電
気
自
動
車
市
場
が
拡
大
す
る
中
、安
全
か
つ
効
率
よ
い
充
放
電
シ
ス
テ
ム
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

当
社
は
25
年
間
で
築
い
た
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
強
み
に
、
高
性
能
か
ら
安
価
な
ラ
イ
ン
ま

で
幅
広
く
対
応
。
海
外
バ
ッ
テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
も
引
き
合
い
が
増
え
て
い
る
。

主
力
製
品
の
小
型
·
安
価
な
タ

イ
プ
を
開
発

　
当
社
の
主
力
製
品
に
「ｐ
C
U
B
E
」
と
い
う

回
生
型
電
源
装
置
が
あ
り
ま
す
。
並
列
接
続
だ
け

で
な
く
、
直
列
接
続
も
可
能
で
試
験
対
象
に
よ
っ

て
自
由
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

高
い
性
能
に
よ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
試
験
研
究
用

と
し
て
、
国
内
で
多
数
引
き
合
い
を
頂
い
て
ま
す

が
、
中
国
の
バ
ッ
テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
よ
り
、「
生

産
ラ
イ
ン
用
に
も
う
少
し
小
型
で
安
価
な
も
の
が

欲
し
い
」
と
要
望
を
い
た
だ
き
、
試
作
開
発
用
の

検
査
機
器
等
を
購
入
す
る
た
め
、
も
の
づ
く
り
補

助
金
に
応
募
し
ま
し
た
。
会
社
の
規
模
か
ら
し
て

1
0
0
0
万
近
い
投
資
は
勇
気
が
い
り
ま
す
。
ま

た
技
術
的
な
自
信
は
あ
っ
て
も
、
も
の
づ
く
り
は

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
挑
戦
の
敷
居
を
下

げ
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
補
助
金
は
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

　
社
内
で
約
10
名
が
試
作
品
開
発
に
関
わ
り
ま
し

た
。
使
用
点
数
を
減
ら
す
た
め
、
回
路
か
ら
見
直

し
、ハ
ー
ド
、制
御
、ソ
フ
ト
な
ど
各
分
野
の
エ
ー

ス
技
術
者
が
集
結
。
社
内
的
に
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
し
た
。
苦
労
し
た
の
は
設
計
通
り
に
動
か

株式会社Mywayプラス

Examiner's Eye調査員考察

創業者の楊仲慶氏は東京工業大学で

デジタルによるマイコン制御につい

て研究し博士号を取得。 その後東洋

電機製造に就職し 3 年後に独立。当

時、 強電分野がアナログ制御からデ

ジタル制御に移り変わる時期。 研究

現場ではデジタル制御のツールが存

在せず開発者が非常に苦労していた

ことを機に、 開発ツールを作るため

に Myway プラスを創業。現在、 世

界中の大学や企業の研究部門で採用

されている。国内大学では 9 割以上

のシェアを占める。その後、開発ツー

ル販売から受託開発、 評価 · 試験装

置販売に業務内容が拡大。現在は回

生型電源装置が主力事業となり大手

自動車メーカーなど取引を拡大してい

る。

ヨーロッパなどでガソリン車の販売禁

止が計画されたことを機に、各自動車

関連企業からの引き合いが急速に増え

ているという。拡大する市場の需要に、

長年培った当社の技術力で応えていく

ことで、今後大きな成長が期待される。
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技
術
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
。
技
術
開
発

が
当
社
の
命
。
新
し
い
技
術
開
発
を
常
に
先
行
し

て
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
技
術
者

の
育
成
が
課
題
で
す
。
昨
年
一
般
社
団
法
人
「
日

本
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
協
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。技
術
者
の
育
成
と
交
流
の
場
を
作
り
、

業
界
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
試
み
で
す
。

ず
、
原
因
追
究
に
時
間
が
か
か
り
計
画
が
遅
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
。
そ
れ
で
も
完
成
で
き
た
の
は
、

本
事
業
が
会
社
の
重
点
目
標
で
あ
り
、
取
り
や
め

は
あ
り
え
な
い
と
全
社
員
に
伝
え
た
こ
と
で
す
。

あ
と
、
お
客
さ
ん
に
納
品
の
約
束
を
し
て
い
た
の

も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

技
術
を
応
用
し
、
大
型
·
高
精
度

製
品
も
開
発

　

本
事
業
で
開
発
し
た
小
型
で
安
価
な
商
品
は

「
ｐ
C
U
B
E
‐
L
」
と
し
て
中
国
や
韓
国
を
中

心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
小
型
化
を
実
現
す
る
過

程
で
、
制
御
技
術
や
基
盤
を
見
直
し
た
こ
と
で
、

当
社
の
技
術
も
さ
ら
に
進
歩
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
大
型
·
高
性
能
な
製
品
に
応
用
し
た
と
こ
ろ
、

今
後
は
国
内
大
手
企
業
か
ら
「
ぜ
ひ
欲
し
い
」
と

引
き
合
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
精
度
·
大
容

量
の
製
品
と
、
安
価
な
生
産
ラ
イ
ン
用
製
品
と
、

今
回
の
補
助
事
業
を
通
じ
て
製
品
の
幅
が
広
が
り

ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
は
主
に
２
つ
。
１
つ
目
は

海
外
受
注
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
。
２
つ
目
は

▲当社の実績が認められて受注した大型・高性能の特注製品

▲代表取締役の楊仲慶氏

補助事業のきっかけ
当社の主力製品「ｐ CUBE（ピーキューブ）」は、小型の回生型電源装置。軽量でかつ直列・並
列の組み合わせを試験対象によって自由に切り替えできるのが特徴。研究開発用途のため高度な
性能を持つが、顧客からは生産ラインで使用するために性能を少し落としても小型・安価な製品
が欲しいという需要があり、その試作開発のため、補助事業に申請した。
 
事業概要
当時の課題は、顧客要求を満たす性能水準と小型化を両立させること。課題達成のためセンサ回
路と制御基板を新しく設計することから開始。試行錯誤ののち、電流 · 電圧の容量や応答速度な
どの目標水準を達成。さらに小型化により使用部品のコストを削減。従来製品の販売価格の約
60％の売価を実現した。

事業化状況
平成26年6月30日に試作開発事業が終了し、新製品「ｐCUBE-L（ピーキューブエル）」と命名。主に中国・
韓国より引き合いが増加しており。さらなる受注拡大にむけ、顧客要求に応じた改良を重ねている。
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